
  

「ベクトルで微分」

簡単な解説

新納浩幸



  

多変数関数の最小問題

f の最小問題を解くには、f が(下に)凸 の仮定をおいて

の d 個の式の連立方程式を解く



  

ベクトル表現



  

線形の場合

なので、



  

二乗和の場合

なので、



  

残差の場合



  

一般形

 n 行 d 列の行列

 d 次元の縦ベクトル



  

正則化項

K は d*d の正方行列



  

公式
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